
広島県公立高校入試徹底分析【社会】

【形式・難易度】

試験時間 50分 配点 50点

問題構成

大問は４題。地理・歴史・公民・融合問題が出題される。

地理は、計19点分出題。
歴史は、計17点分出題。
公民は、計14点分出題。

令和5年度(2023) 令和4年度(2022) 令和３年度(2021) 令和２年度(2020) 平成31年度(2019)

問題量（Ａ4で） 12ページ分 14ページ分 14ページ分 14ページ分 12ページ分
小問数 21問 24問 22問 24問 25問
論述問題の数 6問 10問 ９問 15問 13問
論述問題配点 20点 25点 26点 40点 31点
受験者平均点 25.8点 23.3点 26.5点 22点 21.6点

【出題の傾向と対策】

①　語句記述は資料などから情報を読み取る練習が必要。

②　語句の名称だけでなく、簡潔に内容をまとめる練習をする。



③　グラフから読み取れることを関連付けて説明する練習が必要。

④条件にしたがって自分の意見を求める問題があり、自分の言葉で説明する練習が必要。


